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h iserfらによる ｢サマーキャンプ実験｣(h iserf dan 葛藤 (目標葛藤や利害葛藤)の存在によって,集団
内で客観的かつ十分な情報が共有されないまま決定f,
くの研究が行われてきた｡ そうした中で,淵上 がなされるという問題点が明らかになった (図 1)｡
h iser S;3591 ,955,1.lftaeh ier 16)を初めとした多91
b)は,集団意思決定場面において,集団内8a,991( さてこのように,集団や組織の意思決定に関わっ














の目標にとって有利となるように解釈 ･加工する傾 る｡ 具体的には賞賛を与えたり,無条件の手助けを
行ったり,自分の達成や資格について話したり (自
己宣伝 : 
向があることが見出された｡ さらに gaFuchi mi 
(2006)では,集団意思決定場面における利害葛藤に itonpro
-
flse mo )する例が含まれる｡ これ
焦点を当てて,下位集団間の競争的利害葛藤が集団 らは,リーダーからフォロワーへも,フォロワーか
内における情報交換 (非共有情報の出し合い),情報 らリーダー-も用いられる｡ 第二に,組織の決定に
判断,情事約年釈及び認知に及ぼす影響について検討 関わる際や,グループや個人の利益を得るために用
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表 1 Y kluiによる影響戦術の分類

戦術 影響対象 目的 方法














向活動的戦術 目標に関わる個人 ･集団 当面の課題に関わる 新しい課題に取り組ませる






ー 1 4 -
集団意思決定場面における政治的影響戟術に関する実験的研究
方 法




られる｡ まず ,5人ずつの集団をつ くり, 5人のう
ち 1人がリーダー (総婦長),他の 4人がフォロワ
ー (副婦長)の役割をとり,架空の 2人の候補者 
(AさんとBさん)から 5人目の副婦長として,よ
りふさわしい人物を集団討議によって選ぶことを目
標とする｡ フォロワー 4人は,あらかじめ 2人ずつ
の下位集団に分けられ,それぞれ A候補とB候補を
推すよう求められた｡つまりフォロワー 4人のうち 












役 4人は,それぞれが共有情報 24個 +自分 しか知
らない情報 4個) 話 し合いの前に,被験者が情報｡
を暗記するために,時間 (5分)が与 えられた 
(phasel)｡ 次に, 5人集団全体で討議する前に, 
Phase1 Phase2 
A候補 を推す下位集団
下位集団 (2名)ごとに話 し合う時間 (10分)が
与えられた｡この話し合いは分析のため録音された 


















いて 15項目, ` ② 5人グループ"について 10項目, 
"③内下位集団の成員"について 10項目, "④外下
位集団の成員"について 10項目, ` ⑤ リーダー"に






Phase3 P h ase4
図 2 実験の流れ 
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表 2 ニュー トラル情報の解釈 ･加工についてのあるグループでの具体例
内下位集団 2人での話 し合い 5人グループでの話 し合い リーダーによる自由記述
【Aを推す下位集団】




































注 :太字は付与ニュー トラル情報 (全て共有情報)







戟術の一つであると言えよう｡ 第二に,情報そのも えるだろう｡ それだけでなく,加工された情報が正
のの選別だけでなく,情報の解釈 ･加工がなされて 式な話し合いの中で提示され,それを聞いたリーダ
いる｡ 例えば,リーダーの能力には関係しないよう ーが正しい情報として認識してしまうといった結果

















淵上 克義 ･迫田 裕子
表 3 事前の内下位集団討議において話 し合われる戦術的内容 
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